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議 事 日 程  （第２号） 

 

令和３年６月10日（木）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．５番 福永 桂子 

                   ２．12番 加藤 弘己 

                   ３．３番 滝本 幸夫 

                   ４．９番 楠  浩幸 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

 次に、副議長より挨拶を申し上げます。 

  〔副議長 竹内祐子登壇〕 

○副議長（竹内祐子） おはようございます。副議

長の竹内祐子でございます。皆様には、いつも市議

会に関心をお寄せいただきありがとうございます。

議会を代表しお礼を申し上げますとともに、一言御

挨拶を申し上げます。 

 毎朝見る新聞に、コロナに関する記事がない日は

ありません。毎日、全国の状況が載っており、感染

者が減った増えたと先の見えない不安を感じます。 

 ５月から全国でワクチン接種が始まりましたが、

予約トラブル、接種後の体調変化の様子等、不安を

感じる報道が多いことを残念に思います。 

 そんな中、２回目の接種を終えて安心したとうれ

しそうに話す人が私の周りでは増えています。安心

の波が大きくなるのもそんなに遠くない気がします。

休む暇もなく、ワクチン接種に従事していただいて

いる医療従事者の皆様、市の職員の皆様、本当にあ

りがとうございます。 

 ５月31日に静岡県地方議会議長連絡協議会の政策

研修会がオンラインで開催されました。新型コロナ

ウイルス感染症対策についてという演題で、講師は

浜松市感染症対策調整監矢野邦夫氏でした。新型コ

ロナウイルスの正式名から二次発病率、どのように

感染するかと時系列を追って分かりやすい説明でし

た。 

 今は同居家族の飛沫による感染が高いということ

です。コロナウイルスの排出のピークは発病１日前

です。また、ウイルスに感染した人の40％以上が無

症状です。コロナに感染しているかどうか分からな

い状態で接して、感染を拡大している状況です。対

策としては今まで以上にきちんとマスクを着用し、

人との距離を２メートル保ち、手や指の消毒をする、

そしてワクチン接種です。65歳以上の高齢者は重症

化するので、全員打ってほしいと矢野先生は発言さ

れています。ワクチン接種を行っていれば、発症す

るリスク、重症化するリスクも減ることとなります。

ワクチン接種を希望する人全てに行き渡るには時間

がかかりますが、トンネルを抜ける日が見えている

ことはありがたいことだと思います。 

 さて、今６月定例会は６月２日から16日までの15

日間の開催です。新型コロナ対策の事業者支援の補

正予算など16件が上程されております。 

 本日より２日間にわたり８人の議員が一般質問を

行います。市民生活に密着した課題について質問を

します。 

 一般質問は、行政のチェックを行うとともに市政

発展を目指すものです。お時間の許される限り、１

人でも多くの方の傍聴、ＹｏｕＴｕｂｅ等の視聴を

お願い申し上げ、私の挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 挨拶は終わりました。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。今回、８名の議員の一般質問が通告されて

おります。一般質問の日程を本日から３日間予定し

ており、本日４名、11日に４名、14日を予備日とい

たします。予定された日程で全ての一般質問が終え

られるよう、質問者及び答弁者の御協力を強くお願

いいたします。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 本日の質問順序は１番 福永桂子さん、２番 加

藤弘己君、３番 滝本幸夫君、４番 楠 浩幸君と

決定いたします。 

 なお、楠 浩幸君の一般質問に対する答弁資料と

して、当局から資料配付を求められましたのでこれ

を許可しております。資料は、あらかじめ配付させ

ていただいておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 初めに、５番 福永桂子さんの発言を許します。

それでは、５番 福永桂子さん。 

  〔５番 福永桂子登壇〕 
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○５番（福永桂子） ５番 福永桂子です。通告に

従いまして、３題質問させていただきます。 

 また、本日はレインボーフラッグをお見せするた

めに市民課からお借りして、議長の許可を頂きまし

て掲示させていただくこととしています。３番目の

主題を皆様がよく御理解いただけるようにという思

いです。よろしくお願いいたします。 

 さて、私が過去に質問して答弁をいただいた内容

について、最近の取組状況が見えていないのでその

後どのように進展しているのか、現在の取組状況に

ついて確認し、答弁の内容が早期に実現できるため

の市の取組方針についてお聞きしたいと思います。 

 今回は過去の質問２点です。１つは太陽光発電設

備の設置等を規制することを目的とした条例制定の

進捗状況について、２つ目はパートナーシップ制度

導入の進捗状況についてです。最後の質問は、生理

用品無償配布が湖西市でも実施されることが公表さ

れました。これに関連する事柄を男女共同参画の観

点からもう少し掘り下げて、生理の貧困と生理を学

ぶプロジェクトの企画についてお聞きしたいと思い

ます。 

 それでは、質問しようとする背景や経緯です。 

 令和２年12月定例会において、太陽光パネルに関

する質問をした際、条例化を視野に検討していると

いう答弁がありました。しかし、令和３年３月に発

行された第３次湖西市環境基本計画では、太陽光な

ど再生可能エネルギーの活用についての記載はあり

ますが、太陽光発電設備の設置に対する規制につい

ては触れられていません。 

 2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、今

後ますます太陽光を含めた再生可能エネルギーの活

用が進んでいくものと思われます。 

 既に景観破壊や住環境の悪化、農地への有害物質

の流入や山の保水能力低下など、様々な観点で各地

域住民から太陽光発電設備の設置に対する規制の要

望をいただいておりますが、太陽光発電設備の設置

の増加に伴い、同様の要望が増加していくものと考

えます。 

 以上のことから、より一層、太陽光発電設備の設

置に対する規制の重要性が増している状況でありま

す。 

 質問の目的です。 

 これまでの質問に対するその後の進捗状況を明ら

かにし、条例制定の早期実現を図ることとします。 

 質問事項１に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○５番（福永桂子） 湖西市単独の太陽光発電設備

の設置及び管理に関する条例の制定に向けて、現在

の取組状況をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

  〔環境部長 川上惠資登壇〕 

○環境部長（川上惠資） お答えします。 

 2050年までに脱炭素社会を実現するためには、再

生可能エネルギーの利用促進は重要であると認識し

ております。一方で、本市区域内で景観破壊と住環

境の悪化にならないようバランスを取りながら、適

正に太陽光発電設備を導入する必要があると考えて

おります。 

 現在は、本市におけるカーボンニュートラルに対

する取組と、自然保護や地域社会との合意形成につ

いて検討し、本年度中の策定を目指しているところ

でございます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 今、条例制定に向けて取り組

んでいるということですね。カーボンニュートラル

の実現に向けてと、環境、景観の破壊につながらな

いように、バランスを取っていくということで協議

されてるということ。何か協議体みたいなものがあ

りますか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えします。 

 ３番の質問にもちょっと関係してきてしまうので

すが、通常の条例の制定ということだけでしたら環

境部環境課のほうで考えてというふうに考えていた

んですが、禁止区域を設定するということに関しま

しては環境課だけでは結論が出ないということで、

庁内の関係する部署と会議の形を取りまして、協議

を進めているところでございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました。よく関係部署
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と協議していただいて、よい条例をつくっていただ

きたいなと思います。 

 それでは、質問２に入ります。 

 条例制定の早期実現に向け、どのような取組を行

う予定でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えします。 

 本市のカーボンニュートラル政策と整合を図りな

がら災害の防止、自然環境や生活環境の保全、地域

との合意形成、産業振興などについて他市町の事例

も参考に、湖西市として適正に太陽光発電設備を導

入できるよう、策定してまいりたいと考えておりま

す。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 災害防止、またこれ二次災害

も入るわけですよね、地域との合意形成はとても大

事なことだと思いますのでよろしくお願いしたいと

思います。ただ、パブリックコメントは取られます

でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） パブリックコメントを実

施する予定でございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） よろしくお願いいたします。 

 またちょっと質問がございますけれども、庁内で

話合いを行っているということなんですけども、Ｃ

Ｏ₂削減の観点から、湖西市でどのくらいのパネル

を設置すべきか、パネルの許容範囲はいかほどか、

また設置すべき場所、都市計画の観点から明確にし

て考えてみるべきではないかとの考えを私は前回述

べています。その後、これに対しての具体的な動き

はありますでしょうか。また、庁内で既に準備段階

において、この点について話し合われたということ

はありますか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） 今後、カーボンニュート

ラルに向けた取組ということで、今言った数字的な

ところをつくるにつきましては、現在の状況の調査

から結構な調査量がございますので、今年度から始

めてという形でそういった計画のほうを策定してい

きたいというふうに考えてございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 太陽光パネルの設置について

は、やはり湖西市としてカーボンマネジメントをど

うするのかを計画の中で考えていくべきと思います

ので、そのための財源確保が必要だということです

よね。 

 御存じであると思うんですけども、公益財団法人

日本環境協会が出しています二酸化炭素排出抑制対

策事業費など補助金があります。その補助金は定額、

1,000万円100％出ます。こういうものを利用してや

っていくというお考えでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） 今議員おっしゃったとお

り、その補助金を使ってやるための準備を今年始め

まして、来年以降、補助金を獲得するような形で計

画のほうをつくっていきたいと考えております。た

だ、この補助金自体は計画策定というよりは準備段

階についての補助がつくというようなことになりま

すので、そういったことで来年度以降、できれば２

年ぐらいかけてというような形で、計画のほうをつ

くっていきたいというふうに現在は考えております。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ぜひこういう補助金を利用し

て、うまく財源の確保につなげていただきたいなと

思います。 

 私ちょっと調べましたら、1,000万円なのに大変

取りやすい補助金になってて、67団体が今回公募し

て64団体が採択されているんです。なので頑張って、

早期に行うというならまた第二次募集がホームペー

ジのほうに載っていました。７月末まで検討すると、

取れますよというようなことが載っていましたので、

また御検討のほうをよろしくお願いします。 

 それではもう一つ、令和２年12月の定例会で湖西

市の景観形成基本計画の策定が必要と思うのですが、

どうお考えですかという問いかけをしておりました。

当時の御答弁は、計画がないというのが実情でござ

いますとのことでしたが、おっしゃったように湖西

市もカーボンニュートラルの実現に向けて促進して
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いくという方針を打ち出されていますので、その方

針を鑑みまして太陽光パネルの条例制定に向けての

取組の中で、こういう景観の保全・形成については

議論していく必要があるのではないかなと思うんで

すけども、そのような予定はございますか。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん、これは２番の

質問の。 

○５番（福永桂子） はい、２番です。 

○議長（馬場 衛） ちょっとずれてきてるかなと

いう感じはするんですけど、その辺のところだった

ら質問の中に入れておいていただいたほうが答弁し

やすいと思いますので、ぜひお願いしたいと思いま

す。 

○議長（馬場 衛） 環境部長、お願いします。 

○環境部長（川上惠資） 前回お答えさせていただ

いたとおり、景観形成の条例につきましては関所周

辺のところしか現在ないというのが現状でございま

す。今回の太陽光発電につきましても、太陽光発電

に関する条例の中で景観形成のことまで入れるとい

うようなことは、今のところ考えてございません。

ただ、先ほど申しましたとおりそういった景観形成

を担当するような部署も、調整会議といいますか会

議の中で一緒に出ていただいておりますので、そう

いったところで新たなそういった取組を考えていた

だくということは、投げかけることはできるかと考

えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ぜひ、やはり景観保全や形成

については話合いのテーブルにのせていってほしい

なと思います。どのような取組を行う予定ですかと

いうことでしたので、もう既に投げかけている問い

をちょっと聞かせていただきました。 

 湖西市をどのような町にしたいのかに私はかかっ

ていると思うんです。なので、リスクを未然に防い

で最小限に抑えられる条例を期待しています。 

 では次、３番に入ります。 

 条例の中に太陽光発電設備を設置すべきでない箇

所には、設置禁止エリアを設けるというような規定

を入れる予定でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えします。 

 設置禁止エリアの設定につきましては、個人の土

地利用を規制するものであり、他法令で禁止されて

いるもの以外はその必要性、合理性、正当性を十分

に整理する慎重な対応が必要と考えており、再生可

能エネルギーの利用促進と災害防止、自然環境や生

活環境の保全とのバランスを取りながら検討してい

るところでございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 慎重な対応が必要というのは

本当によく分かることなんです。検討中ということ

でお待ちしています。 

 ただ、例えば禁止エリアを設けないとなるとして

も、湖西市都市計画マスタープランにも都市環境の

基本方針として、緑地環境の保全・創出、良好な景

観の保全・形成などがうたわれているわけですよね。

じゃあ、そのマスタープランの中に区域別に設置可

能な場所、そうでない場所というような記載をする

ことはできないのかなという私の疑問なんです。難

しいと思うんですけども、明らかに危険な場所とか

二次災害が起こり得る場所とか、著しく迷惑がかか

るだろう場所とか、そういうところだけでも協議し

て考えていくというようなことができないでしょう

か。例えば、この山の斜面には絶対にパネルを設置

すべきでないとか、この市街地の中心から何キロメ

ートルは設置してはいけませんよとか、この道路か

ら何メートルはどうかとか、そういうふうな個別の

問題なんですけどもどうでしょう。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） 令和２年12月議会のとき

にもお話をしたかと思うんですが、現在、こういっ

たところはやめてほしいよというような話を全部総

合すると、本当に市内どこもできなくなるような形

というのがございますので、その中でも本当に危険

なところはできないようにだとかそういったことで、

現在のガイドラインにおきましても禁止ではないん

ですが、抑制したいところということでそういった

ことをうたってございますので、禁止エリアとでき

るかどうかはちょっと分からないんですが、何にし

ても抑制するような形は取っていきたいというふう
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に考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました。住民の意見も

よく聞いていただいて、そして合意を取りつけてい

ただくことをお願いいたします。そして、規制のか

け方などの研究に努力してくださることを願ってい

ます。 

 この後、カーボンニュートラルについて楠議員の

ほうから具体的な方針と方策を確認されて、湖西

2040の実現に向けた課題を共有するとありますので、

当局のしっかりとした御答弁を私も期待しておりま

す。これで主題１の質問は終わります。 

○議長（馬場 衛） それでは次の主題２に移って

ください。 

○５番（福永桂子） パートナーシップ制度導入の

進捗状況についてお聞きいたします。 

 令和２年３月定例会において、パートナーシップ

制度の導入の意向を伺った際、まずは啓発活動等を

通して市民の方に意識の習熟を図り、当事者が意見

を述べられるような環境を整えた上で、導入を考え

ていきたいという御答弁がありました。 

 令和２年３月定例会において質問をした時点では、

34の自治体においてパートナーシップ制度が導入さ

れていましたが、令和３年４月１日現在では103自

治体で導入されています。静岡県においても浜松市

と富士市が導入しており、近隣の豊橋市でも令和３

年４月１日に導入されています。 

 こうした状況を踏まえ、令和２年３月定例会から

１年が経過しましたので、改めて導入に向けた取組

の状況を確認する次第です。 

 目的といたしましては、これまでの質問に対する

その後の進捗状況を明らかにし、パートナーシップ

制度の導入の早期実現を図ることといたします。 

 それでは１の質問に行きます。 

 パートナーシップ制度の導入に向けて、現在の取

組状況をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 取組状況でございますが、パートナーシップ制度

を導入している先進市の制度内容について情報収集

を行っており、近隣の浜松市、豊橋市を訪問し、制

度の概要、当事者の意見聴取の方法などについて伺

ってまいりました。また、パートナーシップ制度を

民間事業者の顧客向けサービスに活用する取組につ

いても、事業所を訪問して状況を伺っております。 

 市民向けの周知といたしましては、市のウェブサ

イトに性の多様性に関する専用のページを開設し、

理解促進に努めております。 

 現在、７月に開催を予定しております男女共同参

画審議会でパートナーシップ制度の方向性をお示し

し、御意見をいただきたく準備を進めております。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） それでは、パートナーシップ

制度に向けては導入していくと、つくっていくとい

う理解でよろしいですね。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えします。 

 パートナーシップ制度については、今年度、６月

中の予定なんですが、素案をまず確定させたいと思

っております。その後、男女共同参画審議会等を開

催いたしまして、そこで制度等を御議論いただこう

と考えております。その後、８月、９月ぐらいに市

民の意見を集約するために情報交換会というものを

できればと考えております。その後、議会の皆様に

説明等をさせていただきながら、市民への周知そし

て事業所への周知を済ませて、できれば令和４年４

月ぐらいまでにはスタートをさせたいなと考えてお

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ありがとうございます。もう

既にしっかりとした計画は立てられているというこ

とに大変うれしく思います。ぜひ頑張っていただき

たいなと思います。 

 パートナーシップを公認することは、やはり地域

での理解を進めて性の多様性を尊重する機運を醸成

することにつながると思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 ここでちょっと質問ですけれども、条例ではなく

要綱で導入されるのかどちらで導入されるのか、そ
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してその判断の根拠を教えてくださいますか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 パートナーシップ制度については、要綱で対応し

たいと考えております。条例化をすることによりま

して議会で御審議をいただき、制度としての完成度

というのが上がると思います。また、市の施策とし

ての位置づけというものも明確になるものと考えて

おります。 

 渋谷区をはじめ、幾つかの自治体で条例化をして

いるというのは承知をしております。しかし、パー

トナーシップ制度については当事者２人の関係性を

認めてほしいという思いを尊重することが大きな目

的と考えております。その中で、市民の権利を規制

したり義務を課すというものではないと考えており

ます。また、性の多様性に関しては今後また新たな

ニーズが生まれたり、社会の動きというのもいろい

ろ考えられます。こういうようなときに、迅速、柔

軟に対応できることが当事者にとって一番利用しや

すい制度ということを考えまして、現段階では要綱

で対応する予定でございます。 

 今後、また随時、市議会の皆様には状況報告等を

させていただきながら、制度の高い取組にしていき

たいと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん、いかがですか。 

○５番（福永桂子） 新たなニーズが出てきたり、

それから社会の動きを考えて、この課題をクリアで

きれば条例化も視野に入れていくと解釈してよろし

いですか、将来的にです。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 今、例えばＬＧＢＴ法案とかいろんな中で社会の

動きというのがあります。そういう中で、いろいろ

な制度が固まってきたりそういうことになりました

ら、条例化というのも考えていきたいと考えており

ます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 私としましては、将来的には

強制力がある議会の議決を得ることで住民の意思や

合意が折り込まれる条例が出来上がるわけですので、

それを期待しています。 

 では次。 

○議長（馬場 衛） ２番ですね、どうぞ。 

○５番（福永桂子） パートナーシップ制度の導入

に向けての課題はどのようなものがあるとお考えで

しょうか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 法律上、婚姻ができない性的少数者の方々にとっ

て、利用しやすい制度とするため、当事者や関係組

織への聞き取りなど、制度に対する意見聴取を丁寧

に行いたいと考えております。しかしながら、潜在

的な当事者や市内の関係組織の把握というのが難し

いことから、制度に対する意見聴取をどのように進

めていくかが課題であります。 

 今後、他市の事例なども参考に課題の解決を図り、

制度導入を進めてまいりたいと考えております。以

上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） よく分かるお答えなんです。

制度に対する意見聴取を丁寧に行いたいというその

お気持ちは、本当によく分かります。ただ、現時点

で課題のある中、市役所がこの制度の準備を進めて

おくと判断されたことは、大いに評価されるべきこ

とだと私は思っています。カミングアウトできる方

ばかりではなくて、社会の中で生きづらさを感じて

おられる、時には差別をされたり不平等さや市民権

も得られなくて苦しんでいる方々もいまだたくさん

いらっしゃるんです。県のふじのくにレインボーガ

イドブックには、意識調査から見た性的マイノリテ

ィーの生きづらさが記載されていまして、職場や学

校で差別的な発言を経験した人は71.7％と多数です。

しかし、職場や学校でカミングアウトしている人は

27.6％と少数です。だから、人権問題として重要な

ことであると捉えたら、意見聴取できたかどうかも

大事ですけども、そうではなくて制度をつくって準

備しておくということが重要と考えています。これ

からもこのような新しいことには課題が山積みにな

ってくると思うんです。そのときにも、やはりこう

いうふうな考え方というのは必要になってくるんじ
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ゃないかなと私は思います。 

 もう一つ、ちょっと分からなかったのがどのよう

な情報収集の努力をされたのかということをもう少

し詳しくお聞きしたいんです。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えいたします。 

 情報収集については、まず豊橋市、浜松市に直接

訪問をしております。豊橋市については担当とお話

をしまして、制度の課題であったりあとは予算の関

係、あとは愛知県内の状況、それと制度そのものの

対象者をまず誰にするかとか、いろんな細かな運用

の面等もお話を伺っているというような状況であり

ます。あと、今はインターネットでいろんな市町の

情報なんかも取れますので、全国的な状況、例えば

対象者をどういう対象にするかとか、あと条例化を

しているかとか、あとはいろいろ証の発行を即日に

やるとかいろいろ細かい部分も調整をしております。

以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 他市町からの情報が多いよう

に思います。全国的に行動を起こしているＬＧＢＴ

機運のための活動団体というのはたくさんあります

ので、そのような方とインターネットでつながると

いうことも大事かなと思います。また、啓蒙活動を

社内でしていますよという湖西市のたくさんある企

業を、訪問するのもいいのじゃないかなと思うこと

と、もう一つ、私がやっぱりとても抜けているなと

思うのは学校教育と連携して、そして情報交換をす

ることがとても大事じゃないかなと思います。 

 前回の質問で、教育長のほうから人権教育担当者

会議などがあって、そういうところで話合いをして

いますというお話もありました。また、相談カウン

セラーも置いていますということで、そういうとこ

ろに親から、本人からのいろいろな情報が上がって

くるのじゃないかなと思います。ぜひ、そういう情

報収集もやってみていただけたらうれしいです。 

 あと１つ、課題だと思うのは同性カップルの公営

住宅への入居は認めるのかとか、公立病院でやはり

配偶者と同等と認めるかなど、また県によると、同

性パートナーに配偶者手当を給付するなどの、婚姻

関係にあるカップルと同等の福利厚生を認める措置

をしているところもあるそうなんです。どこまで認

める措置を取るのか大きな課題だと思いますけれど

も、この点についてはどのように対応されるおつも

りでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長、いいですか。 

○市民安全部長（安形知哉） パートナーシップ制

度を創設いたしまして、それをあとはいろいろ民間

であったりあとは行政であったり、いろいろな形で

活用してくると思います。行政の中では、今議員言

われたように市営住宅の入居が、要件としてよくあ

るのが夫婦であるとか親族であるというような要件

がありますので、そこの部分についてパートナーシ

ップ制度を有効にするかと、あとは今言われた福利

厚生の面でもいろんなことが考えられます。あとは

民間でいきますと、今回一金融機関さんが住宅ロー

ン等のローン契約の中で、配偶者の規定の中にパー

トナーシップ制度を認めるというような動きもあり

ます。ということで、まずは制度をつくりましてこ

れを周知して、まずは民間企業さんでいろいろ活用

してもらうと。あとは、庁舎内についてはこちらの

ほうの連携を図りながら、制度開始後になるかもし

れませんが活用できる行政サービスというのを連携

させていきたいと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 大変きっちりとしたお考えを

お持ちで進められているなというのが印象です。ど

うぞ、いろんな課題がこれからも出てくるかもしれ

ませんけれども、条例に向けて頑張っていただきた

いなと思います。 

 それでは次。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね。 

○５番（福永桂子） 県のふじのくにレインボーガ

イドブックをまずは職員に周知徹底するとともに、

レインボーフラッグを市役所等の公的機関の窓口に

設置してはいかがでしょうか。 

 レインボーフラッグの説明をしておきます。 

○議長（馬場 衛） 簡単にお願いします。 

○５番（福永桂子） こちらがレインボーフラッグ

で、ＬＧＢＴの方々をはじめとした様々なセクショ
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ナリティの尊厳、そして多様性を表しています。 

 現在は様々なセクショナリティの尊厳と社会運動

の象徴として使用されているそういうフラッグです。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長、答弁をお願い

します。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 ふじのくにレインボーガイドブックは、静岡県の

職員向けに作成されたもので、職員が性の多様性を

知り、一人一人の性を尊重した言動や行政サービス

を実現するための手引きとして活用されていると伺

っております。本市におきましても参考にするよう

職員に対し、周知をしてまいります。 

 レインボーフラッグは、今議員が言われたように

性的少数者の方々の尊厳と社会運動の象徴として使

用されております。設置をすることにより、その意

味を知り、興味・関心を持っていただくことは性の

多様性への理解を深める契機になると考えられます。

設置場所につきましては、今後考えてまいります。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ありがとうございます。ぜひ

やっていただきたいなと思います。 

 ふじのくにレインボーガイドブックというのはこ

ういうものですよね、大変ボリュームのあるもので、

正しい知識を伝えて学ぶということにとてもよいガ

イドブックだと私は思っています。ぜひよい活用を、

啓蒙活動に役立てていただきたいなと思います。 

 また、電通の2020年の６万人を対象とした調査結

果によりますと、日本人でＬＧＢＴＱの方は8.9％

で、約11人に１人がＬＧＢＴＱであるという結果が

出ています。そういう意味でも、このレインボーフ

ラッグをパートナーシップ制度導入に向けて、有効

的に役立てていただきたいなとそう考えております。 

 関連質問になるかとは思うんですけども、この制

度の導入に合わせて準備期間の間に講演会、Ｚｏｏ

ｍでもよろしいですけれども、開催したりワークシ

ョップを開いたり出前講座を行うなどの企画をする

ことについてはどうお考えでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 今回、制度導入に際していろいろな御意見をいた

だきたいと考えておりますので、やはりいろんな考

え方の中で対面式の意見交換会であったり、今はこ

ういうコロナ禍でありますのでＺｏｏｍを活用して

というような方法もあるかと思います。 

 今、インターネットとか市のウェブサイトを活用

しましてアンケートなんかも実施しておりますので、

そういうような方法も考えられるというように考え

ております。 

 いろいろ制度をつくるに対して、ほかの市町の状

況というのも参考にはなるんですが、湖西市独自の

御意見というのもあるかもしれませんので、いろん

な形で集約をしていきたいと考えております。以上

です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ありがとうございます。 

 最後にお願いにはなるんですけれども、パートナ

ーシップ制度は支援が必要な方々への積極的な対策

ですよね。そして誰かと誰かが安心して一緒に暮ら

せるというハッピーな制度です。ただ、自治体がパ

ートナーシップを公認していますけれども、この制

度には婚姻と同等の法的効果はないんです。だから、

民間にどこまで浸透していくのかというのが本当に

大きな課題だと思っています。だからこそ、実際の

社会生活の中でこれを取得した人がどのように使う

のか、ソフトな部分です。ソフトな部分の整備をし

っかりとやっていただきたい。アフターケアをお願

いしたいところです。 

 これで主題２の質問を終わります。 

○議長（馬場 衛） 次、３番のほうへ行ってくだ

さい。 

○５番（福永桂子） 生理用品の無償配布と併せた

生理を学ぶプロジェクトの企画についてです。 

 女性にとってデリケートな分野である生理用品の

調達が問題になるケースが指摘されています。 

 コロナ禍も相まって、生理の貧困に苦しんでいる

方々がおられますので、必要な方へ生理用品を配布

し支援する仕組みを構築すべきだと考えます。 

 ここ数年、生理用品を満足に使えないことは学び

の場や仕事を奪われたり夢を諦めざるを得ない深刻
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な状況をもたらしていることが、ＳＮＳの普及に伴

い見えてきました。 

 生理用品を配布するだけでなく、生理を学ぶプロ

ジェクトとして生理用品の正しい使用方法や体への

影響を伝え、自分の体を大切にして自分らしい選択

ができることを学ぶ機会の創出や相談体制の強化、

どのような支援施策が求められているのか、実態調

査などを実施して、世界各地で解決すべき課題とし

て認識されつつある生理の貧困の湖西市の課題解決

に結びつけることが重要と思っています。 

 質問の目的として、生理を学ぶプロジェクトを企

画することで、リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

についての意識や理解を深めることです。 

 それでは質問１に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○５番（福永桂子） コロナ禍も相まって、生理の

貧困に悩む女性の存在は把握していますでしょうか。

把握できていないのであれば、把握する手段として

どのようなことが考えられますか、男女共同参画の

観点からお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 現在、本市における生理の貧困に悩む女性の実態

については把握ができておりません。生理の貧困の

要因は、経済的な問題に限らず家庭環境が起因する

場合も指摘されております。 

 全国的に生理用品の配布が進む中、本市におきま

しても今週月曜日、６月７日から市役所や健康福祉

センターなど市内４か所の公共施設で生理用品の配

布を始めております。 

 配布に当たっては女性相談、人権相談など各種相

談窓口の案内とアンケートへの協力依頼を添付して

おります。生理用品の配布をきっかけに、相談やア

ンケートによって生理の貧困に至った背景を把握で

きればと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 私がこの一般質問をつくった

頃にはまだアンケートのことなど実施するに至らな

かったわけですけれども、本当にウェブアンケート

を開催していただくということは大変うれしく思い

ます。経済的な問題に限らないという捉え方は、本

当にとても大事なことだと思っています。男女共同

参画の観点からと言いましたけれども、やはり生理

用品の無償配布が決まって、お金に困っているから

ただで配布するよで終わりではないことは、御承知

のとおりだと思います。そして、ただで配布するよ

ということによって、何で女性だけなんだという差

別が生まれることもあると聞いています。というこ

とは、やはり生理について学んでいただいて、この

ように言われていること、トイレットペーパーが無

償でトイレに置いてあるなら自然現象である女性の

生理用品も無償で置くべきではないかという広がり

を見せています。そういうところに、やはり男女共

同参画として積極的に取り組んでいただきたいなと

いう思いです。 

 それと、男女共同参画はやはり承知のとおりだと

思うんですけども、庁内を横断する施策を持ってい

ます。そのため、実施に当たっては男女共同参画審

議会と庁内における男女共同参画推進委員会を設置

しておられます。こういうふうに各課と本当に密に

連携して、大きなチームをつくって課題に取り組ん

でいくというのはそんなにあることではないんです。

なので、やはり庁内チームの力を十分に発揮されて、

強い気持ちで施策に取り組んでいただきたいなと思

います。 

 次に入ります。 

○議長（馬場 衛） ２番へどうぞ。 

○５番（福永桂子） 生理用品無償配布と同時に男

女共同参画推進事業の一環として、リプロダクティ

ブ・ヘルス／ライツに対する意識や理解を深めるこ

とを目的として、生理を学ぶプロジェクトを企画し

てはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関しては、

前計画であります第３次男女共同参画推進計画の実

績からも認知度は低いと言わざるを得ません。 

 男女双方がお互いの特性を正しく理解し合うこと

は、男女共同参画を推進する上で大変重要であると

理解をしております。 
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 御提案の生理を学ぶプロジェクトに関しては、従

来、取り上げる機会の少なかった生理の問題に対し、

市民の意識や関心が向けられている現状をよい機会

と捉え、既存の出前講座の充実や市の広報媒体によ

る啓発活動を継続することにより、リプロダクティ

ブ・ヘルス／ライツに関する知識の定着と意識の醸

成を図ってまいりたいと考えております。 

 また、庁内の男女共同参画推進委員会や外部委員

である男女共同参画審議会からも御意見をいただき、

取組について研究をしていきたいと考えております。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 本当に積極的にやりたいとい

う気持ちが伝わってきて、大変うれしい思いです。

私が一番最初、第１回目、平成30年だったんですけ

ども御質問をしたときには、ほとんどやる必要はな

いんじゃないかは言われないけども、それぐらいの

お答えも返ってきたなとちょっと記憶しております

けれども、それから考えますと本当にありがたいこ

とです。 

 そして、やはり困難を抱えている女性の姿は見え

てこないんです。ＳＮＳ上ならつぶやきとして見え

てきたということなんです。なので、それが課題と

して把握して、そして問題の掘り起こしをしていく

必要があると思っています。そういうふうな機会に

これを捉えてやっていただけたらなと思います。 

 では最後の質問です。 

 湖西市として市民に優しいまちの実現のために、

このようなきめ細かい施策実施が必要だと思います

がいかがお考えでしょうか、市長の御意見を伺いま

す。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今の質問にあったようなこの生理の貧困関係、部

長からあったとおり今週から配布も始めさせていた

だきました。福永議員もそうですし、当初、佐原佳

美議員からも様々な御意見とか先進的なお話もいた

だきましたので今週から実現できて、さっきの質問

の答えの中にもあったかもしれませんけれども、既

に配布だとか実際にウェブのアンケートも７件ぐら

いでしたか、この数日間だけでお答えが頂けてると

いうことですので、こういったお声を反映させてい

くということは大変大事だと思ってます。 

 あと１個戻りますけど、さっき福永議員から御紹

介いただいたふじのくにレインボーガイドブックも

読ませていただいて、それはこれからの取組に市と

しても生かせるというふうに思いましたので、制度

をつくって終わりということではなくて、やはり実

効性だとかそこからのメニューだとか、今回のこれ

に限ったことではありませんけれども、そういった

ことを充実させていくということが大事だと思いま

すので、そこは個々に御意見だとか、改善を進めて

いくことが必要ではないかというふうに思っており

ます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） すばらしい御意見ありがとう

ございます。 

 このパートナーシップ制度については、最初から

市長のほうがやる気を見せていただいていたと思う

んです。ただ、庁内がなかなかついてこられなかっ

たというところをお伺いしたと思います。 

 最後に、東京五輪パラリンピック大会組織委員会

の会長であった森氏の発言の件で、森さん本人の問

題だよとした男性も多いわけですけれども、しかし

ながら問題を当事者として当事者目線で深刻に捉え

た男性も多いと読んだり聞いたりをいたしました。

結果、会長は女性に、女性理事は20％から42％に増

えました。女性にとってフェアでないことを男性側

から男性に声を上げてもらう異議は、大変大きいと

私は感じています。 

 地域社会やＳＮＳ上などでつぶやかれる意見など

をジェンダーで縛るのではなくて、自由に意見を出

し合って、その声が届く湖西市になったら私たちは

どんなに生きやすくなるのかなと考えます。 

 ジェンダー平等とよく耳にしますけれども、生ま

れ持った性別・体・個性にかかわらないで全ての人

が平等である、自分らしく暮らしていけるそういう

湖西市の地域社会であってほしいと願っています。

どうぞ一緒に頑張っていきましょう。 

 これで私の質問は終わります。 
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○議長（馬場 衛） 以上で、５番 福永桂子さん

の一般質問を終わります。 

 ここで休憩を取りたいと思います。 

 暫時休憩といたします。再開を11時10分とさせて

いただきます。 

午前10時58分 休憩 

───────────────── 

午前11時11分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 引き続き、一般質問を続けます。 

 次に、12番 加藤弘己君の発言を許します。それ

では、12番 加藤弘己君。 

  〔12番 加藤弘己登壇〕 

○12番（加藤弘己） 12番 加藤弘己でございます。

通告に従いまして一般質問をします。 

 主題ですけど、インフラ設備老朽化問題について

であります。 

 質問しようとする背景や経緯でございますが、

1960年代の高度成長期に道路、鉄道、公安等の社会

基盤施設が集中的に整備されました。近年、これら

の社会基盤施設の高齢化に伴って、維持管理、更新

が課題になってまいりました。 

 2000年代に入り、異常な水害が多発しております。

瀬戸内海を中心に、死者200人を超えた平成30年７

月豪雨、関東・甲信・東北地方などを襲った令和元

年台風第19号による水害、これにつきましては多く

の老人が寝たまま溺死したというような事件でござ

います。そして、熊本県球磨川の氾濫により大きな

被害をもたらした令和２年７月豪雨など、忘れるこ

とはできません。 

 最近は、地球温暖化の影響によるスーパー台風や

集中豪雨の増加に加え、震度５以上の地震発生回数

も増加しており、橋梁や河川堤防への被害が出てお

ります。いつどこで起こるかもしれない自然災害で、

貴い人命や財産など、住民生活の安全・安心が脅か

されている時代が続いております。 

 平成24年度（2012年）ですが、湖西市にとって重

要な49橋について適切な修繕方法・時期・費用を検

討の上、修繕計画が策定されました。現在までに今

川小橋、州崎橋等については修繕が行われました。

その他、耐震補強補修を予定している橋についても、

1970年度以前に建設時期が集中しており、人口構成

と同じように団塊の世代を形成しております。イン

フラ老朽化問題は人命に関わる問題でございます。 

 橋梁の寿命は50年、最近では補強等で100年など

と言われていますが、高齢化する橋梁と河川堤防に

対してどのように対応するのか伺いたいと思います。 

 質問の目的でございます。 

 財政難で維持費もままならない中で、高齢化する

橋梁と河川堤防に対し、インフラ予算を平準化し、

長寿命化することにより、社会基盤施設としての機

能を下げることなく、計画的かつ経済的に管理をす

るためでございます。 

 それでは、質問に入ります。 

 令和３年度までにおける橋梁の点検状況や修繕計

画を伺いたいと思います。修繕計画がどのような状

態になっているか教えてください。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。都市整備部長。 

  〔都市整備部長 小倉英昭登壇〕 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 橋梁の長寿命化修繕計画は、従来の事後的な修繕

から予防的な修繕を着実に進め、長寿命化に係る費

用の縮減を図り、道路ネットワークの安全性・信頼

性を確保することを目的としております。 

 次に、点検状況でございます。 

 湖西市が管理します橋長２メートル以上の橋梁は、

373橋あり、５年に１回の定期点検が義務づけられ

ております。１回目の点検は平成26年度から平成30

年度まで実施し、令和元年度からは２回目の点検を

行っております。 

 １回目の点検結果では、判定区分Ⅲ「早期に措置

を講ずるべき」と判定された橋梁が22橋あり、この

うち令和２年度までに14橋の補修が完了しておりま

す。残る８橋につきましても、令和５年度までに補

修が完了する予定でございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己君。 

○12番（加藤弘己） 分かりました。橋の寿命は、

維持管理の方法が非常に大きく影響します。そのよ
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しあしで、いわゆる物理的な寿命を２倍、３倍にも

延ばすことができます。しかし、橋も人間と同じで

高齢化してくると地震や洪水などの大きな外力に対

して弱くなります。高齢化した橋は、今後、増加の

一途をたどっております。今部長のお話のように、

まだまだたくさん修理しなくてはいけないような橋

が出てくると思います。ですから、予防保全が長寿

命化のポイントとなってることは確かでございます。

ですから、橋が傷む前の軽微な傷の段階であらかじ

め対策を取っておきたいものです。計画的な修繕を

着実に進め、橋のライフサイクルコストの縮減を図

りつつ重要な道路ネットワークの安全性・信頼性を

確保していただきたいと思います。 

 そこで、先ほど８橋を令和５年度までにやるとい

うようなお話でございますが、差し支えなかったら

どこの橋で何年にどういうふうに何橋、どういうよ

うな方法でやるのかというようなことをお伺いした

いと思います。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お時間を頂きまして、

後ほどお答えさせていただきます。 

○議長（馬場 衛） 加藤議員よろしいでしょうか。

今の件につきましてそれでいいですか、後ほどとい

うことで。 

○12番（加藤弘己） 分かりました。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己君。 

○12番（加藤弘己） それでは、次の質問へ入って

よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） ２番目ですね。マイクのほう

へちょっと近づいていただきたいと思います。お願

いいたします。 

○12番（加藤弘己） それでは、２番目の質問に入

ります。２級河川入出太田川は境田川、早稲川、神

座川、メウタイ川、小俣川、内浦排水路が弁財橋を

経由し、浜名湖に注いでおります。弁財橋は道路の

ネットワークとしても重要な社会資本でございます。

多くの水が集中して架設52年を経過してる弁財橋の

現状について、どのように認識してるか伺います。 

 平成24年度の資料では、弁財橋については修繕計

画にのっておりまして、近々やるというようなこと

を聞いておりますけど、どうなっているんでしょう

か、よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 まず弁財橋の点検については、平成28年度に実施

をしています。結果は、状態のいいほうから２番目

の判定Ⅱ「構造物の機能に支障は生じていないが、

予防保全の観点から措置を講じることが望ましい状

態」というものでございました。しかしながら、弁

財橋につきましては、先ほどお話がありましたよう

に竣工から52年が経過して、橋脚の鋼管杭に板厚減

少を伴う腐食が確認されていること、基礎形式が地

震に弱いことなどから架け替えを検討しているとこ

ろでございます。 

 架け替えに当たり、既存の橋梁撤去や仮設作業ヤ

ードの確保など、かなり大がかりな工事となること

が予想されます。 

今後、迂回路や仮橋の有無など、方針を定める必

要がありますことから、地元と調整をさせていただ

く機会を設けて進めていきたいというふうに考えて

おります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己君。 

○12番（加藤弘己） 状況は分かりましたが、その

弁財橋はネットワークとしても非常に重要なところ

でございます。そこら辺を加味して、極力丁寧に点

検していただきたいなと思っております。 

 特に、上部構造については車の走行性・安全性に

直接影響する、床板のひび割れとか部材の変形だと

か腐食、それから部材と部材との連結部の欠損はな

いかとか、そういうようなことをしっかり調べてい

ただきたい。 

 それから、特に橋につきましては伸縮装置の破損

の有無や落下防止装置、支柱部の部品はどうなって

るか、損傷してないかとか細かなところまで調べて

いただきたい。 

 それから下部構造については、先ほど部長が言っ

ておりましたように橋脚や橋台のひび割れ、コンク

リートの剥落、橋台や橋脚の基礎の洗掘、特にあそ

こは先ほど申しましたようにたくさんの川が流れ込

んでおります。そして、上流のほうではかなり家が
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川の上に建ったりとかそういうようなことがござい

ます。ですからしっかり、特に下部構造、台風の後

なんかは木材とかそういうようなものが流れて橋脚

に当たるというようなことで、新しくても災害には

弱いというようなことでございますので、しっかり

やっていただきたいと思います。 

 それから、洪水や地震にどれだけ耐えられるかと、

特に地震はなかなか予知できないものですので、そ

こら辺のところももしなったらというようなことで、

シミュレーションなんかをしていただきたいなと思

っております。 

 それから、鉄筋コンクリートの寿命でございます

が、ちゃんと設定したいのですが今のところはコン

クリートというのはなかなか難しくて、戦後、建設

された鉄筋コンクリートの構造は比較的環境条件の

よいところでもせいぜい100年もつかと、今のとこ

ろ五十何年ですからまだそこの範疇までには入って

いないんですけど、やはり海岸部、それから浜名湖

は海水ですので海水が逆流してくるときにはさびだ

とかそういうのがかなりくるんじゃないかなと思っ

てますので、ぜひ弁財橋は確かにあんまり大きな橋

ではないんですけど重要な橋ですので、今後ともし

っかりと点検をしていただきたいなと思っておりま

す。 

 それから、最近ではボランティアの住民の方が地

元の橋を時々通って排水溝が詰まってるだとか堤防

がちょっと崩れてるとか、水が良好に流れてるかと

かいうようなことを見ていただきまして、橋や川の

メンテナンスを、支えているのはもちろん専門技術

者もそうですけど、専門技術者は市の職員ばかりで

なく、実は一般の方がいろいろ通報してくれるとい

うようなことでかなり助かってる部分も、今年なん

かも聞きまして、弁財橋の近くで堤防がちょっとお

かしいとか路盤がおかしいというようなことで、そ

れについては早急に対応していただきましたのであ

りがたいんですけど、こういうようなことがありま

すので、一般の人も非常に大事だなというふうに感

じておりますのでよろしくお願いします。 

 それから、やはりあそこの橋は市民にとっても、

あそこは特に入出、新所の方なんですけど、自分た

ちのものだというような意識が強いですね、弁財橋

って名前もいいですし、大事な橋だし歴史もある橋

だと思ってますので、ぜひ大事にしていい保全をし

ていただきたいなと思ってます。特に橋が駄目にな

って、極端ですけど荒廃した日本にならないように

しっかり点検していただきたいと思ってます。答弁

はよろしいです。 

 ３番目に行きます。 

○議長（馬場 衛） それでは３番目に行ってくだ

さい。 

○12番（加藤弘己） 近年、気候変動により身近な

川や森を直撃する被害が見られますが、人工林の手

入れ不足、上流部の開発により河川の堤防について

安全基準を満たしているか、また豪雨、台風、河川

氾濫などにどのように対処するか伺いたいと思いま

す。そして、太田川につきましては県管理でござい

ますけど、雨水の量だとか堤防の高さ、いろいろ数

値があると思いますけど、そこら辺は市のほうとし

てもしっかりつかんでると思いますけど、どうでし

ょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 県管理の河川になりますので、細かな数字という

のは押さえてはいませんけども、市が管理する準用

河川としてお話ができますので、そちらのほうで説

明をいたします。 

 通常、河川改修を計画する際には流域面積や降雨

強度、流出係数などによって流量を算出します。そ

して、河川の勾配であったり粗度係数、余裕高など

から河川断面というものを決定いたします。この辺

の考え方につきましては、県の管理する２級河川で

あっても市が管理する準用河川であっても違いはな

いというふうな認識でいます。 

 大体の河川の増水時の目安としまして、護岸の高

さから50センチから１メートル程度下がった水位が

計画高水位、いわゆる設計の中で想定されました最

大の流量が流れている状態と考えていただければい

いと思います。それ以上の水位になれば危険な領域

に入ったということで、避難等を考えていただきた

いというふうになります。以上です。 
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○議長（馬場 衛） 加藤弘己君、いかがですか。 

○12番（加藤弘己） ありがとうございます。県の

管理でも、自分たちでどういうふうになってるかと

いうようなことをしっかり見ていただきたいと思い

ます。 

 そして入出太田川の上流につきましては、湖西市

地域防災計画風水害対策編には、土石流の危険箇所

が３か所ほどあると、それから水防危険箇所が、こ

れは早稲川ですけど１か所指定されているというよ

うになってるんですけど、ここら辺は危機管理と併

せて巡回点検など予防保全をしっかりしていただき

たいと思ってますけど、これについてはどうでしょ

うか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 今お話のありました

早稲川であったりというところは、年１回になりま

すけども河川パトロールを実施しておりまして、そ

の中で現在の状況とかを確認しているところでござ

います。場合によっては、しゅんせつが必要なとこ

ろであったり、部分的に補修が必要であったりとい

うところで対応はしております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己君。 

○12番（加藤弘己） ありがとうございます。 

 つい最近、このメウタイ川というのがあるんです

けど、これはデンソーの北のほうです。そこのメウ

タイ川は堤防が崩壊しまして、身内の庭がちょっと

陥没したというような災害がありました。それにつ

きましては市のほうで早急に手当てしてくれて、非

常に大きな災害を免れたということがありまして、

非常にここの住民の方が感謝しておりましたので、

これはいい例だなというようなことで、すぐ動いて

くれたというようなことで大事に至らなかったとい

うようなことですので、今後、梅雨時ですので新聞

に載るような大きな川の災害ではないんですけど、

こういう小さな土石流の崩壊だとかそういうような

ものが結構ありますので、引き続きしっかり点検だ

とか情報をしっかり集めておいていただきたいと思

っております。 

 じゃあ４番目の質問に移ります。 

 人間と同じように、高齢化するインフラを手当て

していかなければならないが、厳しい財政状況の中

においてインフラ全てを維持するのは無理ではない

かと感じております。いかに工夫し、投入する費用

を平準化し、計画的になされていくか、橋梁、河川

堤防の今後の効率的、計画的な維持管理補修計画と

いうようなものについてお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 橋梁は、長寿命計画や法に基づき実施する点検の

結果を踏まえて計画的に修繕を進めております。 

 河川堤防につきましては、直ちに改修が必要とい

うような河川はありませんが、先ほどもお答えしま

したけども年１回実施する河川パトロールの結果に

基づきまして、補修やしゅんせつなどを行っており

ます。また、春・秋に実施されます道路河川愛護活

動、地元で行っていただいてる活動でございますけ

ども、こちらのほうで河川の草刈りを実施していた

だきまして、地域の協力も得ているというところで

ございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己君。 

○12番（加藤弘己） ありがとうございます。先ほ

どの私の質問じゃないですけど、一般質問にありま

した環境のことなんですけど、やはり河川に対して

は環境のところも、やはり治水と利水だけではなく

て環境の面も考えて、今後当たっていただきたいな

と思っております。 

○議長（馬場 衛） 答弁はよろしいですか。 

○12番（加藤弘己） いいです。 

○議長（馬場 衛） ５番目をお願いします。 

○12番（加藤弘己） 構造物の診断は人間の健康診

断同様、専門家の知見が必要です。この結果から、

橋梁トリアージということで、対処の目安や順位づ

けが設定されております。そのために、橋梁に関す

る技術とマネジメント能力を備え、点検結果や現場

の声を正しく行政に反映できる人材をどのように育

成してるかお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 橋梁点検に携わる職員は、国が行う管理実務者研

修を受講し、専門知識を習得しています。点検のみ
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ならず維持管理を行うためには、構造や施工の知識

ということも欠かせないことから、静岡県が主催し

ます研修にも積極的に参加させています。 

 また、職員が点検を行う際には熟練職員と若手職

員の２名体制で行いまして、技術や知識の伝承を行

うとともに、日々の業務を通じて技術の習得や人材

育成に努めているところです。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己君。 

○12番（加藤弘己） そうしますと、技術を持った

人の人材を育成しておるということですけど、県と

かなんとか言っておりましたけど、具体的な例を一、

二、挙げていただけませんか。例えばこういう資格

を取らせるだとか、こういう研修に行かせてるんだ

とかそういうようなことが分かってましたらお願い

します。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 静岡県において研修プログラムというのが幾つか

用意されておりまして、入庁１年から３年ですとか

３年から５年、あと中級職といった具合に、メニュ

ー的にも道路であったり河川であったり舗装であっ

たり、様々な研修メニューが用意されておりまして、

担当してもらう職員の業務内容によりまして研修に

行っていただいているというところになります。以

上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己君。 

○12番（加藤弘己） ありがとうございます。やは

り、堤防だとか橋の強化にはいろいろな工法がござ

います。これを実際に適用していくことは、民間企

業はかなり高い知識と高い技術力を持っております

ので、コンペティションなんかをして、民間の力を

使わせてもらうのもまた一方法に加えていただけた

らと思っております。この点についてはどうでしょ

うか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 民間の知識、経験、

非常に重要で、最新のといいますか先端的な技術を

お持ちになっております。特に今、浜名湖西岸で組

合施工でやっておりますが、そちらのほうはスーパ

ーゼネコンの大林組が業務代行で実施しております。

そちらのほうの現場でいろいろ参考になることがあ

りますので、そちらのほうで我々は教えていただい

たり現場見学をさせていただきまして、少しでも技

術を盗むというのはちょっと言葉が悪いですけども

教えていただいてると、そういった状況でございま

す。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己君。 

○12番（加藤弘己） なかなかいい答弁です。やは

り前向きにやっていただかないと、これはお金がな

いので、せめて技術だけでも持っていないといざと

いうときに働きませんので、以前にはコンクリート

は嫌われましたけど、これからはコンクリートも愛

して基盤設備にも目を向けていただきたいなと、計

画だけじゃなくて少しずつでも実行していただきた

いなと思っております。 

 それでは６番目の質問に行きます。 

○議長（馬場 衛） 最後の質問ですね。 

○12番（加藤弘己） 自然の中におのずから置かれ

ている川の実態を見詰め、人間がその中で自然に手

を加えざるを得ません。完全に洪水の被害をなくす

ことは、財政的や環境的にも無理があるので、全体

の被害を小さくするため、どこに重点的な対策を取

りどのように効果を求めるかと、そういうようなこ

とを考えて動いてほしいと思いますけど、この点に

ついてはどうでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。

市が管理する河川の改修は、水害防止の観点から流

域の土地利用状況であったり被害状況に応じて実施

をしてまいりました。 

 洪水被害をスーパー堤防などのハード整備によっ

て完全になくすということは、莫大な費用と時間が

かかりますので、現実的なものではないというふう

に考えます。 

 洪水時においては、住民の皆様一人一人災害意識

を持っていただきまして、避難行動などのソフト対

策を確立しておくことも重要であると考えます。 

 洪水から人命や財産を守るためには、ハード整備

とソフト対策の二本立てで、なおかつ静岡県や警察、

消防などの行政機関と自治会や自主防災会などにお
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いて情報を共有し、連携していくことが被害の軽減

につながるものというふうに考えております。以上

です。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己君。 

○12番（加藤弘己） ありがとうございます。その

とおりだと思います。財政的にも苦しいときに、と

てもできることではございません。 

 今の答弁にありましたように、先ほどスーパー堤

防って出ましたけど確かに予算、お金がかかります。

やはり治水は限界があります。全ての洪水を河道の

中に押し込めてしまうというのは昔の考え方です。

自然に打ち勝とうと、自然を屈服させようというよ

うなことは考えてなさそうで安心しましたが、やは

り自然と環境に優しい、自然に寄り添っていくのが

日本人の考え方だと思いますので、昔からこういう

ような考え方をしていたんで、無理やり川の蛇行を

直線に直すとか、無理やり川底を深くして水を直線

的に流すということをやると、かえって上流側でや

ったら下流側に影響が出ると、下流側でやったら上

流側に影響が出るというようなことが、今までそう

いう事例はたくさんあります。ですからそこら辺、

自然と調和するインフラの保全をやっていただきた

いなと思っております。 

 やはり、自然は本来どういうふうになってるんだ

というようなことが一番大事でございますので、こ

れからの橋のこととか治水のこと、堤防のことを守

るには環境と、部長の答弁にありましたように優し

い考え方で接してほしいと思ってます。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己さん、１点目の質問

の答弁のほうが準備できましたので、都市整備部長

のほうから答弁をさせていただきたいと思います。

都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 先ほどのこれから残

る８橋、名称をということでしたのでお答え申し上

げます。 

 ８つの橋梁の名称ですけども、まず競艇が管理し

ます競艇大橋、それと第二憩橋、それが競艇が管理

する橋になりまして、新居にありますあと橋向三号

橋、橋向四号橋、橋向五号橋、この３つ、それと交

通公園橋、あと鷲津跨線人道橋、こちらは鷲津駅の

東側、浜松寄りにある矢崎部品の正門のとこに下り

ていくような橋になります。それと鷲津と表鷲津を

結びます富士見橋側道橋、車道の横についてます人

だけが通る橋になりますけども富士見橋側道橋、こ

の８つが令和５年度までに改修する予定の橋でござ

います。以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤弘己君、よろしいでしょ

うか。 

○12番（加藤弘己） ありがとうございます。競艇

の橋はちょっと話に出さなかったんですけど、競艇

は競艇の橋がありますので、先ほど技術は一生懸命

勉強してていろいろなことをやってるというような

ことですので、競艇のほうは技術的なことは少し、

それと行政的な手続等はなかなか難しいと言ってお

りましたので、ぜひ企業団のほうに親切に、丁寧に

いろいろ教えてやっていただきたいと思っておりま

す。 

 質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、12番 加藤弘己君の

一般質問を終わります。 

 次に、３番 滝本幸夫君の発言を許します。それ

では、滝本幸夫君。 

  〔３番 滝本幸夫登壇〕 

○３番（滝本幸夫） ３番 滝本幸夫です。通告に

従いまして一般質問させていただきます。 

 主題としましては、ごみステーション及び資源回

収拠点の問題点と対策ということで質問させていた

だきます。 

 質問しようとする背景や経緯。 

 令和２年４月中旬から現在まで１年余り、地元の

ごみステーションに関わってまいりました。この１

年間に廃棄物対策課の方々に御協力をいただき、現

場での改善点を洗い出し、できる限りの改善を行っ

てまいりました。 

 家庭用分別収集カレンダーにごみを出すときのお

願いとして、ルールとマナーを守りましょうという

一言がございます。ごみ出しの際に、市民の皆様に

守っていただきたい事柄が載っておりますが、実際

に守られているのでしょうか、今後どのような改善

をしていくかを考えていきたいと思います。 
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 質問の目的といたしまして、日常生活の一部であ

るごみ出しは、清潔できれいな町並み、景観を保つ

ため、市民の皆様一人一人がルールとマナーを守っ

ていかなくてはなりません。そこで、問題点を取り

上げ、対策を立て、より一層の協力をいただきたく

一般質問のテーマといたしました。 

 質問事項に入らせていただきます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） １番目、ごみ出しの日時が守

られていない人に対する対策はということでお答え

いただきたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。環境部長。 

  〔環境部長 川上惠資登壇〕 

○環境部長（川上惠資） お答えします。 

 ごみステーションの管理は、原則として自治会に

お願いしており、ごみ出しについて自治会から相談

がある場合は、自治会と協議し、当該地域において

ごみ出しルール遵守の回覧を行ったり、ごみステー

ションにごみ出し日時を守るよう、注意喚起をする

看板を掲示しております。 

 ごみ出し日時が守られない、また分別ができてい

ないなどの違反ごみが出された場合は、本人による

回収を促すため、違反シールを貼り１週間程度収集

を行わない対策をしております。また、悪質な場合

はごみの開封検査をして、違反者への指導を行って

おります。 

 悪質なルール違反が続くごみステーションにつき

ましては、自治会とともに様々な対応策を個別に検

討していきたいと考えております。以上でございま

す。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君、どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） ありがとうございます。違反

ごみについて誰が出しているか分からないし、出し

たごみを回収しに来る人はいないと思うんですけれ

ども、違反シールの意味はないと思いますが、その

点について市の考え方をもう一回お聞かせいただけ

ますか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 地域によりましては、違反シールを貼られたごみ

袋を本人が回収に来たり、環境センターになぜ違反

シールを貼られたのかという問合せをいただくこと

もございますので、違反シールにつきましては一定

の効果があるものと市のほうとしては認識をしてご

ざいます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君、いかがですか。 

○３番（滝本幸夫） 私の経験の上から言わせてい

ただきますと、違反シールというのは貼ってあって

もなかなか取りにきてもらえないというのが大半だ

ったものですから、自分だけの狭い範囲で考えてい

たんですけども、今お聞きするところによるとやは

り違反シールを貼られた方が取りに来られるという

ことが実際にあるということなので、それはそれで

続けていただきたいなと思いますのでよろしくお願

いいたします。 

 じゃあ２番目の質問に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） 自治会・町内会への未加入の

方及び外国人居住者へのルールとマナーの徹底に対

する策はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えします。 

 ごみ出しルールをお知らせするごみカレンダー及

びごみガイドブックは、日本語のほか外国人用とし

てスペイン語、ポルトガル語、英語及び中国語の４

か国語でも作成をしてございます。 

 ごみ出しルールは市町ごとに異なるため、転入の

手続を行う際に自治会の加入にかかわらず、ごみカ

レンダー、ごみガイドブック及び指定ごみ袋を全て

の転入者にお渡ししているほか、ごみカレンダーは

公共施設において常時配布をしてございます。 

 また、ごみカレンダーや分別方法を簡単に見るこ

とができるスマートフォン用アプリの配信を行って

おります。このアプリの登録者数は、平成31年３月

のスタートから令和３年３月末までの約２年間で

3,177人となっており、好評を頂いております。こ

のアプリの普及に引き続き努めていきたいと考えて

おります。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君、どうぞ。 
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○３番（滝本幸夫） 分かりました、ありがとうご

ざいます。 

 もう一個お聞きしたいのですが、町内にルールと

マナーを周知するための回覧を行うというのはどう

でしょうか、ちょっと守られてない、外国の方とい

うのは途中で変わられてもなかなかそこまで周知さ

れていない部分が多いものですから、その辺をお聞

かせ願えますか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 自治会や町内会へ加入してない方につきましては、

回覧が回らないということがございますので、ポス

ティング等を行うことでルールやマナーを周知する

ことが考えられるというふうに考えております。 

 それから、先ほども回答させていただきましたが

スマートフォン用のアプリ、こちらのほうが特に外

国人の方には有効だということを聞いておりますの

で、そちらのほうの普及を進めていきたいというふ

うに考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。それは進めて

いただいて、またいい考えがございましたらこちら

からも提案させてもらいますのでよろしくお願いい

たします。 

 ３番目へ参ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） 今後増大が進む独り暮らしの

高齢者のごみ出しに対する策は何かございますか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 高齢化に伴うごみ出しの課題につきましては、市

といたしましても対策の必要性を感じてございます。 

 ごみステーションまでのごみ出しが困難な高齢者

に対しましては、家の玄関先にごみを置いていただ

き、市職員が回収に伺うふれあい収集というサービ

スを安否確認も兼ねて週１回の頻度で行っておりま

す。 

 また現在、燃やせるごみ、燃やせないごみを出す

ごみステーションと資源物を出せる資源物回収拠点

が別々に分かれている地区がございます。御不便を

おかけしていることから、高齢者の利便性にも考慮

し、資源物や全てのごみをごみステーションで出せ

るような検討も現在進めているところでございます。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） ありがとうございます。ふれ

あい収集につきましては、私はちょっと勉強不足で

よく分かってなかったものですから、どんどんやっ

ていただければありがたいなというのは分かりまし

た。 

 これからの高齢化に向けて、増加には対応できる

かどうかということが問題になってくるわけですけ

れども、急激に高齢化が進むということはある程度

皆さんも分かっていらっしゃると思いますけれども、

この辺についてはどうでしょうか。困り事など、ど

ういうことがあるかというのをもっと詳しく聞いて、

細かく対応というのもあると思いますので、その辺

ありましたらお願いします。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 ふれあい収集につきましては、週１回約30件のお

宅を２人１組、半日で回収をしております。まだ余

力があることから、増加には対応できるものと考え

ております。 

 また、このサービスを開始する前に福祉担当職員

同席の下、困り事等のヒアリングも行っているとこ

ろでございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました、継続してよろ

しくお願いいたします。 

 続いて４番へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ４番、どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） 夏の暑い時期にこれから向か

っていくわけですけども、臭気の問題とあと鳥獣被

害、特にカラス、それから猫なんかもそうなんです

けども引っ貼り出してばらばらにしてしまうという

のがあるものですから、そういうことに対してはい

かがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 
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 臭気の原因となる生ごみの排出量を減らすため、

コンポストなどの生ごみ処理機の購入助成やキエー

ロの無償配布を実施してございます。その他、鳥獣

対策といたしましてはごみステーションにかけるネ

ットにつきまして、細かい網目のもの、またカラス

に見づらいとされる黄色の色のネットを採用してご

ざいます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） ありがとうございます。キエ

ーロというのは、私もちょっと使ってみたいなと思

って申し込もうと思ったらもうないと言われて、や

ってみないと分からないという部分があるんで、ま

た実践してみたいんですけれども、できましたらま

た公表していただいて、すぐに応募しますのでよろ

しくお願いします。 

 次へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ５番ですね、どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） ちょっとこれは県境にある私

どもの近くということで問題になってることなんで

すけども、湖西市民以外の人からのごみ出しに対す

る対策をどういうふうに立てたらいいかと。近くに

隣の県もございますので、いろいろな問題が私の耳

に入ってきますし、私が実際見てるとこでもそうい

うことがありましたので、その件に関してコメント

をいただけますか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 市外の方がごみステーションを利用していること

に対し連絡があった場合につきましては、自治会と

協議の上、ごみステーションに周辺住民以外の方は

ごみを出せませんというような看板を掲示すること

で注意喚起をさせていただいております。 

 また、違反ごみを開封して検査し、市外の方がご

みを出していることが判明した場合は、その市町と

連携を図り、本人に直接連絡して指導を行っており

ます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。ありがとうご

ざいます。この件につきましては、あまり激しくや

ってはいけないのかなという気もするので、やんわ

りとうまくやっていただければと思います。やっぱ

りお互いにルールを守っていこうということだけは、

きちっと表明していただかないといけないと思いま

すので、その辺だけはよろしくお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫さん、質問の途中で

すがここでお昼の休憩を取りたいと思いますがよろ

しいでしょうか。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。 

○議長（馬場 衛） それでは、暫時休憩といたし

ます。再開は午後１時とします。 

午前11時58分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開しま

す。 

 滝本幸夫議員の一般質問を続けます。滝本幸夫君、

どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） ６番目の質問からさせていた

だきます。 

 ごみ収集について、ステーションごとに回収時間

に違いがあると思いますが、地域ごとにおおよその

ごみ出しタイムリミットを表示することはできませ

んか。これは、基本的にごみステーションというの

は朝８時までに出すようにという文章になっている

んですけれども、なかなか守られない状態なもので

すから、その辺を少しお聞かせください。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 ごみステーションへの当日朝８時までのごみ出し、

先ほど議員のおっしゃっていただいたとおりのルー

ルとなってございます。その日のごみ量により、収

集時間が異なったり当日の交通規制などにより収集

ルートを変更すること等もあるため、収集する時間

帯を前後する可能性もございます。そのことから、

地域ごとに回収する時間を決めるということは現在

困難というふうに考えてございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。一定の範囲内

でということでもちょっと無理ということなので、

何らかの方法をまた考えていかなきゃいけないのか
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なと思うんです。それはどうしてかといいますと、

遅い時間に出す人間が非常に多いです。ですから、

遅い時間でもまだ大丈夫という感じでやってますの

で、その辺をいかに少なくして早く回収して、しっ

かり整理した状態で渡せるような形にしたほうがい

いかなと思って提案させてもらいましたが、その辺

はもう一度また再度御検討いただきたいなと思いま

すのでよろしくお願いいたします。 

 次の質問へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ７番ですね、どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） 市内の各地域でごみ収集ボッ

クスの形状の違い、これもあちこち見させていただ

いて観察してるんですけども、どのような形状がベ

ストなのか。ベストというのがあるのかないのか分

かりませんが、教えていただきたいなと思いますの

でよろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 ごみステーションのごみ籠やネットなどにつきま

しては、設置する敷地の広さや状況、ごみを出す世

帯数、鳥獣被害の状況などを総合的に判断し、管理

する自治会と協議の上、地域の実情により適切なも

のを設置させていただいております。ですので、一

概にどれがベストというのは現在ないというふうに

考えてございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫さん、どうですか。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。試してみたい

なという意識もあるものですから、いろんなことを

試行錯誤していかなきゃいけない部分ってまだまだ

ありますので、一概には言えないと思いますけれど

も、できる限りスムーズに行くようにということを

心がけていきたいなと思ってますので、また教えて

ください。よろしくお願いします。７番を終わりま

す。８番に行きます。 

○議長（馬場 衛） ８番ですね、どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） 現在、ごみ推進委員って言う

のかどうか分からないのですが、ごみの管理をして

いただく方がどこにもいらっしゃると思いますが、

どうも形骸化していないかということで、この辺、

実際にはどうなのかというところをお聞かせいただ

きたいんですけどもよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 平成26年度にごみステーション管理に係る交付金

制度を廃止させていただきました。現在は、ごみ推

進委員の選出は求めておりません。これに伴い、ご

み推進委員の選出を含めたごみステーションの管理

は、各自治会の実情に合わせて行うようにお願いを

しているところでございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫さん。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。ごみ推進委員

というのは我々の町内も一応いますが、みんなサラ

リーマン化してて、ごみを収集して片づけたりとか

そういう時間帯になかなかそこにいられないという

人が多いですよね。ですから、その辺をやっぱり一

つの決め事みたいな形で、もう一回つくっていただ

くということができればお願いしたいなと思います

が、それでないと行く人間はいつもそこに行ってる

状態、それは一種のボランティアですよね、そうい

う形になっているものですから、やってくれるうち

はボランティアでもいいのですが、先ほど申し上げ

たように高齢化に伴いなかなか見ていられないとい

う人が多くなってくるとそうもいかなくなってきま

すので、何かいい方法をまた教えてください、よろ

しくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 市のほうが指導してということではございません

が、自治会によりましては組長さんが１年間管理を

しているところですとか、１週間当番制というよう

な形で全世帯が交代で管理をしているというような

そういった地区もあるというふうに聞いてございま

す。以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫さん、いかがですか。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。また新たにチ

ャレンジしてみる形で言ってみますので、近くの町

内会だけでもまずは進めたいと思います。ありがと

うございます。 

 では９番目へ行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 
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○３番（滝本幸夫） ごみステーションと資源物回

収拠点というのがあるわけですけども、分割を進め

る考えはないかということでお聞きしたいのですが、

資源物回収拠点というのはいつ持っていってもいい

よという決まり事があるものですから、そのときに

ごみステーションへ出してはいけない日であっても

持ってきちゃう人がいます。ですから、できれば分

けていただければなと思いますが、どういうところ

へ、地域によっていろいろあると思いますが、私た

ちのとこは車が非常に停めやすいものですから、ど

んどん持ってきて置いていくので、一々見ててどな

るわけにもいかないし、その辺、一人一人みんなの

ことを考えてやってくれてるのというところがなか

なか発揮されない状況になっています。その辺はど

のようにお考えでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 ごみステーションと資源物回収拠点の分割につき

ましては、管理する自治会と協議の上、総合的に判

断し、地域の実情に合った対応を現在している状況

です。一概に分割を進めるというような政策をして

いるところではございません。 

 一方で、環境センターの焼却施設再稼働に伴いま

して、ごみステーションと資源物回収拠点の在り方

を含め、ごみの分別方法などにつきまして、現在、

ごみ減量市民会議において検討を進めているところ

でございますので、その中でも議論のほうをさせて

いただいております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫さん、どうですか。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。ごみ減量市民

会議というのはいろいろお話が出てくると思います

ので、その中で取り上げていただけることがあれば

取り上げていただいて、一歩前へ進むという形にし

ていただければなと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 完全に分割するのがいいか悪いかという問題は別

として、取りあえず現在困ってることを今言ってる

ものですから、そういうことをある程度考えていた

だければなと思いますのでよろしくお願いします。 

 それでは、最後の10番目の質問に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） 回収業者からの改善要望はあ

りますかということなんですけども、私が見てる限

りでは割とスムーズに積んだり降ろしたりはしてい

らっしゃるので、ないかも分からないですけどもあ

ればお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 現在のところ、回収業者からは新型コロナウイル

スの影響によりごみの量が増えているといった報告

はありますが、それ以外のごみ出しルールについて

の改善要望については特に承っておりません。以上

でございます。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫さん。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。 

 以上で質問の内容は終わりになるんですけれども、

やはりいかに市民の皆さんに周知徹底していただい

て、自覚をしていただかなければならない部分もあ

ります。ですから、市としてはできる限りのことは

しますけれどもという形で、一筆出さなくてもいい

ですけれどもそういう気持ちでやっていただければ

みんなを説得していくのが楽なので、そういうこと

もまたひとつお願いいたします。いろんな問題点が

やっぱり潜んでますので、最終的には今言ったよう

に会議の中でお話をしていただいたければ結構です

ので、一歩進めていただくことを望んで質問を終わ

らせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、３番 滝本幸夫君の

一般質問を終わります。 

 次に、９番 楠 浩幸君の発言を許します。それ

では、９番 楠 浩幸君。 

  〔９番 楠 浩幸登壇〕 

○９番（楠 浩幸） ９番 楠 浩幸でございます。

今日も元気に一般質問させていただきたいと思いま

す。思いのほか、早い時間から出番が参りましたの

で、しっかりと質問していきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 それでは、通告に従いまして一般質問させていた

だくわけなんですけど、主題は１点、湖西市におけ

るカーボンニュートラルへの対応についてというこ
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とでお伺いをします。 

 近年の異常気象、50年に一度ですとか100年に一

度というような自然災害が増加しており、これは地

球温暖化が要因とされていまして、2020年10月26日、

内閣総理大臣は2050年までに温室効果ガスの排出を

全体としてゼロにする、いわゆる2050年カーボンニ

ュートラル、脱炭素社会の実現を目指すということ

を宣言されました。このことから、今まで地球温暖

化への対応というのは環境の仕事ですとか、やはり

経済成長の足を引っ張るんじゃないかなというよう

な考え方が多かったんですけれども、そういったこ

とではなく積極的に地球温暖化への対応を行うこと

が高度経済成長につながることであり、産業構造や

経済社会の変革をもたらし、大きな成長につながっ

ていくというふうに考え方がかなり改められたよう

に感じているところです。 

 湖西市におきましても、今年度４月から第６次湖

西市総合計画が策定され、体系的な方針につきまし

ては環境基本計画に示されているというふうに認識

をしているところでございます。とりわけ、この第

３次湖西市環境基本計画におきまして、重点プロジ

ェクトとしてカーボンニュートラルへの対応が示さ

れました。 

 今回、市長も定例会の冒頭の挨拶で述べられまし

たように、湖西市のカーボンニュートラルに対する

考え方と具体的な方針、方策を確認させていただき

ながら、この第６次総合計画にうたわれている2040

年の理想の姿「ＫＯＳＡＩ2040」の実現に向けた課

題を共有したいというふうに思い、今回一般質問さ

せていただいております。 

 それでは議長、１問目からお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（楠 浩幸） １問目は、第６次総合計画に

おけるこの第３次環境計画の位置づけについてお伺

いをしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。環境部長。 

  〔環境部長 川上惠資登壇〕 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 環境基本計画は、総合計画の住環境や自然環境に

関係する個別計画と位置づけており、身近な生活環

境から地球規模で取り組むことまで、本市として具

体的に実践していく計画と位置づけております。以

上でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 今御答弁の中で、環境基本計

画については住環境、自然環境について具体的に示

しているよということなんですけれども、こういっ

た計画ですのでどのように計画について管理をして

いくのか、具体的に言うと誰がどのようにとか、ま

た公開についても何か定めがあれば教えていただき

たいと思います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 第６次総合計画におきましては、実践する取組と

いたしまして18の住環境でありますとか19の自然環

境、そういったところで目標の生活指標をつくりま

して、それに基づきＫＰＩを測定して、それを達成

していくというようなことで計画のほうを載せさせ

ていただいております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 総合計画についてはそうだと

思うんですけど、環境基本計画についてはどうでし

ょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） 環境基本計画におきまし

ても、それぞれの分野でＫＰＩ等、指標のほうをつ

くっておりまして、そちらのほうを毎年１回、環境

報告という形で報告をさせていただいております。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） １年に１回、環境審議会のほ

うでも報告をされるというふうには伺っているわけ

なんですけれども、実際に１年に１回、結果を我々

市民は受けるわけなんですけども、その目標を達成

するために庁内でどのようなコントロール、管理が

されているのかを伺いたかったんです。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 
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 こちらの環境基本計画に書かれている事柄につき

ましては、環境課だけがやることだけではございま

せんので、当然庁内のあらゆる部署において実践し

ていただくというような形になりますので、環境報

告をつくるときにはそれぞれの分野からどこまで実

践できたかというようなことの報告をいただいてお

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） それは１年に１回、その報告

書をつくるタイミングでヒアリングを受けるという

ことですか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） 今お答えした分について

は１年に１回つくるためにという形で報告を受けて

おります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君、どうぞ。 

○９番（楠 浩幸） 仮に、目標が未達であろうと

いうようなことが分かるのは１年後ということなん

ですか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えします。 

 一応計画につきましては、今回、総合計画に合わ

せまして13年で１回目の見直しは５年後というよう

な形でさせていただいておりますので、途中途中に

ついては申し訳ありませんが各課でそれぞれやって

いただくというような形を取らせていただいており

ます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） それでリアルに目標が達成し

ていくのかどうなのかというところは、やっぱり

我々議会としても注視をしていきたいと思いますし、

定点観測をさせていただきたいと思います。 

 それでは、２つ目の質問に移りたいと思います。

よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（楠 浩幸） そろそろ本題に移ろうと思う

んですけれども、湖西市におけるカーボンニュート

ラルについてお伺いをしたいんですけども、実際に

環境基本計画についてもちゃんとうたってございま

すので、その辺り、湖西市の考え方を伺いたいと思

います。よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 本題ということなのでお答え申し上げますけども、

やっぱりこれは一口には到底言い表せないことです

ので、資料が多分行ってると思いますので、言葉だ

けだとさすがにこれはなかなか一発で御理解という

か説明を尽くせない、この１枚だけでも相当はしょ

ってるところはあるんですけれども、ちょっとそれ

を御理解いただきながら丁寧にお話をさせていただ

ければと思うんですけれども、議員が冒頭おっしゃ

った脱炭素化、最近だとカーボンニュートラルです

けれども、地球温暖化等々が言われて久しい中で、

やはりそれを経済成長、それを制約するような、コ

ストがかかるというような考えの時代から成長のエ

ンジンとするというか、成長の機会とするというの

が一般化というかそういう時代になったんだという

のは御案内のとおりだし、平たく言うと、例えば国

レベルで環境省と経済産業省がけんかをしていると

いうか、総排出量で見るのか１人当たり排出量で見

るのかというしょうもない議論をしてる時代は終わ

ったんだということなんだと思いますけれども、そ

の中で現状がこの紙にもありますけれども、やはり

国のレベルでは2050年のカーボンニュートラルだと

いうことで、成長戦略の柱だということで環境と経

済を好循環させていくんだということが重要なんだ

というふうにうたわれてるというふうに認識をして

おります。また、当然それがそう言われる背景には

その下にあるように世界でも、例えばヨーロッパだ

とかそういったところでカーボンニュートラルとい

うのか脱炭素化に向けた数値、ＣＯ₂を含めた削減

目標が相当厳しくなってますので、そういった流れ

が後でも出てくるかもしれませんけれども様々な規

制が加速をされていて、その規制に対応しないと産

業というか、湖西市なんかは特に物づくりというか

そういった企業が非常に危機感を持って対応しなけ

ればならない時代なんだというふうに認識をしてい

るところです。 

 それはやっぱり、もともとカーボンニュートラル

が環境政策だというふうに捉えられがちではありま
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すけれども、環境を保全したりとか未来の子供たち

にしっかり引き継いでいくということはもちろんで

すけれども、国内外両方ですけれども産業分野にお

いてカーボンニュートラルに対応していかなければ、

物づくりだったら当たり前ですけれどもサプライチ

ェーンからつまみ出されてしまって取引ができなく

なってしまう、そういった自分ところの自社製品が

採用されなくて取引ができなくなるといったような

市場競争から落ちていってしまうという危機感を持

たなければいけないと。今新型コロナの中でよく言

われますけれども、そういった感染予防とかそうい

うものも当然重要なんですけれども、経済とか雇用

というものをしっかり回していくことも命に関わる

ので、大事なんだという認識を持って行っていきた

いと思っております。 

 その中で湖西市内の各それぞれ、大きいところか

ら中小まで様々ありますけれども、カーボンニュー

トラル対応っていうのは非常に、会社にとっての経

営とか経済の生命線というふうになってきますので、

やっぱり物づくり産業を中心に将来的に持続可能で

維持していく、発展していくというためには市を挙

げて企業と連携して取り組んでいく。特に、大企業

もそうなんですけれども中小の財政基盤が当然中小

にとっては小さいというか弱くて、自分の単独の会

社だけでは取組がなかなか難しいというお声、何や

ったらいいか分からないというお声は当然聞きます

ので、そういったところに連携というか支援をしな

がら行っていかなければいけないという考えでおり

ます。 

 これは本当に、単に受け身で対応するだけではな

くて電動化なんかＥＶも同じなんですけれども、そ

れを機会に雇用創出をしたり新産業、物づくりの中

でつくるものを変えたりかもしれませんけれども、

そういった経済にとって、社会にとっての仕組みも

時代に合わせていくということが大事だと思ってま

すし、それを口で言うのは簡単なんですけれども、

相当それを今は企業の方々も迷いながらというか、

苦労しながら勉強会なんかを立ち上げたり進めてお

られるわけで、そこをしっかり連携しなきゃいけな

いんだろうなというふうに思っております。 

 この紙の右にも書いてあるとおり、それを進める

ためにどうするかというのは様々、これは当然さっ

き言ったように時間もかかりますし、2040年なのか

50年なのか、早いほうがいいには決まってますけれ

ども、当然ながらそこは順を追って計画をつくった

りだとかやっていかなければなりませんので、まず

はこういった産業というか社会経済活動がしっかり

と持続可能で回していくというための湖西市として

の取組を実行していくためにも、湖西市版としての

ゼロカーボンシティというかゼロカーボンシティ宣

言という形で、前にＤＸでも行いましたけれどもこ

ういうことをやっていきますよというような宣言と

柱立てを幾つか、２つか３つか柱立てをしてそれに

肉づけをしていく計画をつくるという形で、これか

らそういった物づくり産業みたいな湖西市の強み、

特性を生かしながらやはりこれは地元の方々、企業

も含めて産業界と連携をしながらそれをつくって実

行していくということが必要だなというふうに考え

ておりますので、ゼロカーボンシティそのものは

近々宣言したいと思って今準備をしているところで

すので、そんな中でもさらにその宣言から肉づけを

して実行していくということを企業、産業の方々と

連携して取り組んでいきたいというふうに考えてお

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 市長の丁寧な答弁ありがとう

ございます。企業におきましても以前は、冒頭申し

上げたように地球温暖化に対しての施策というのは

着実に進めてきてはいたものの、今御案内のとおり

中央銀行なんかもカーボンニュートラルに取り組ま

ないような企業に対しては融資ができないとか、も

っと言えば株式をもう引き上げてしまうぞというよ

うなことも言われてるというふうに伺っているとこ

ろです。 

 これは企業にとどまらず、やはり我々の自治体に

ついても多くの自治体が、今市長も言われましたゼ

ロカーボンシティの宣言を既に400以上の自治体が

されているというふうに伺っているとこなんですけ

れども、やっぱり我々市民もしっかりとそういった

認識をしていくためには、行政のイニシアチブとい
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うところは期待をしていきたいというふうに思って

おります。 

 そんな中ではございますけれども、少しこの環境

基本計画にちょっと振り返って、そういったところ

を少しずつ丁寧に見させていただきたいなと思うわ

けなんですけれども、カーボンニュートラルに続い

ての湖西市の考え方、大枠では市長のほうから御答

弁いただきましたけれども、この環境基本計画にも、

71ページですか削減目標が2050年までですけど、令

和15年、2033年度までに平成29年、2017年度比で

40％削減をするというふうにうたわれているわけな

んですけれども、具体的にはどんなことをやられて

いくのかなというところを、少し私たち市民にも分

かりやすいような形で、全部とは言いませんけれど

も説明いただきたいなというふうに思います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 議員、今おっしゃっていただいたところにつきま

しては、第６章の地球温暖化対策の推進の中で地球

温暖化対策実行計画の事務事業編というのを今回こ

ちらの環境基本計画の中に盛り込ませていただいた

という中で、これについては湖西市役所が取り組む

べきそういった温暖化に対する取組ということでや

っておりますので、現在も各部署でどれだけ電気を

使っただとかガソリンを使っただとかそういったこ

とを全て調査させていただきまして、１年に１回報

告をさせていただいております。そういった中で、

先ほど市長が配っていただいたこちらの資料の中に

もあるんですが、エコカーの導入の促進ですとか、

それとか太陽光発電、そういったものを公共施設に

つけていくだとかそういった取組をしながら、推進

というのを進めていきたいというふうに考えてござ

います。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 聞きたかったのは、計画の72

ページのほうには幾つか施策が書いてあるわけなん

ですけれども、やっぱりこれをどうやってコントロ

ールしていくかというのが一番肝腎なところだと思

うんです。目標を達成するために１年に一度、各部

署からの報告を受ける、そのタイミングはいつなの

かよく分からないですけども、その年に達成できな

かったもの、仮にその報告が３月だとしたら、その

対策をやろうかといったら２年後になってしまうん

ですよね、予算をつけてやろうといったときには。

そうすると、本当にこの短いスパンの中で目標が達

成できるのかどうなのかというのが、具体性が全然

見えてこないんですよ。そういった意味で、どうい

ったようなコントロールをされていこうとしている

のか、もう一度伺いたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） 確かに議員おっしゃると

おり、今につきましてはちょうど年度で区切ってお

りますので３月末までの分をこの５月、６月ぐらい

でまとめて夏ぐらいまでに国のほうへ報告するとい

うような形を取っております。年度途中についてと

いうことになりますと、その課の中でそういった環

境の推進委員というのを決めさせていただきまして、

その中でそういった環境に関する事柄というのを実

践していっていただくというようなことで取組のほ

うをさせていただいてますが、先ほど言った年度途

中で指標の確認というのは現在のところ行っていな

いというのが実情でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） この計画には事務事業の中だ

けではありますけれども、2017年度比40％削減、し

っかりとエビデンスは取ってあるのかなというのは

すごく心配なわけなんですけれども、今部長が御答

弁いただいた課の推進委員というのは、各部署、各

課にそういった推進委員がいらっしゃるというふう

に理解すればよろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） 毎年、各課から推薦して

いただいて１名指定しております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） スピード感を持って実行して

いただきたいというのの反面、またしっかりと計画

を立てていただきたいというふうに思います。 

 それでは、３つ目の質問に移りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（楠 浩幸） 今もろもろ湖西市のカーボン
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ニュートラルに対する考えとかを伺ったわけなんで

すけども、部長がおっしゃったようにこの環境基本

計画の実行計画がまだ事務事業に限った計画だと思

うんですけれども、今後そういった我々市民ですと

か企業ですとかいろんな湖西市全体での計画も立て

られることもあろうかと思いますけれども、それに

ついて湖西市の地理ですとか産業構造を踏まえてカ

ーボンニュートラルに取り組む計画を立てていく上

での課題についてお伺いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 副市長。 

○副市長（山家裕史） お答えいたします。 

 今議員からお話しをいただきましたとおり、次の

質問にも関わるんですけども、地方公共団体実行計

画のうち、事務事業編だけ今回の環境基本計画に載

ってございまして、区域施策編については今後策定

というような形になっております。 

 カーボンニュートラルを実現するための主な取組

といたしましては、再生可能エネルギーの利用促進、

それから温室効果ガスの排出抑制と考えております。 

 まず、湖西市の地理を踏まえた課題についてであ

りますが、現在、再生可能エネルギーとして太陽光

発電、風力発電、水力発電、地熱発電、またバイオ

マス発電などがありますけれども、環境省の調査に

よりますと令和元年度におけます本市区域内におけ

る電気使用量に対する、再生可能エネルギー設備の

発電電力量は8.3％というふうに推計されておりま

して、そのほとんどが太陽光発電というふうになっ

ております。 

 太陽光発電以外の再生可能エネルギーにつきまし

ては、環境への影響、それから安全性、コスト面等

で課題がありまして、発電効率ですとか設置場所を

考慮しますと太陽光発電が一番導入しやすいという

ふうに考えてるところです。 

 また、静岡県の西部地域は全国でも日照時間が長

いということから、地理的にも太陽光発電に適して

いるというふうに考えております。 

 ただ一方、湖西市には大規模なソーラーパネルの

設置に適した平らな土地がないということで、太陽

光発電の普及に当たりましては先ほど福永議員のほ

うからもお話がありました適正な配置ですとか、自

然環境と地域社会との調和が課題というふうに考え

ているところです。 

 次に、湖西市の産業構造を踏まえた課題について

でありますけれども、環境省の調査によりますと市

内の温室効果ガス排出量の約８割が製造業というふ

うに推計されておりまして、カーボンニュートラル

の実現には製造業における脱炭素化の取組を積極的

に推進していく必要があるというふうに考えており

ます。また、ＥＵにおいては資源の採掘から生産、

走行、廃棄に至るまでの全体でＣＯ₂排出量を評価

する規制「ＬＣＡ」、ライフサイクルアセスメント

の略になりますけども、このＬＣＡの導入が検討さ

れておりまして、今後この規制に対応した製品を供

給できない企業は、先ほど市長からもお話がありま

したとおりサプライチェーンから除外されるおそれ

も出てきます。 

 本市の産業構造は、自動車産業を中心とする製造

業に大きく偏っておりますので、市の持続可能な発

展のためには製造業における脱炭素化をいかに進め

ていくかが大きな課題というふうに考えております。 

 このため、特に財政基盤が弱く、単独での取組に

限界のある中小企業への支援を含めて、脱炭素化へ

の取組を促進するための施策を検討してまいりたい

というふうに考えているところです。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） やはり湖西市の地理を考えま

すと、縦に長い地理であったり、太陽光パネルを大

規模に設置するような場所はないのかなというふう

には考えるとこなんですけれども、今国の施策なん

かでは公共施設の屋上に太陽光パネルを貼ったりで

すとか、あと民間の我々の住まいの屋根に、屋根貸

しと言うんですか、そういったビジネスもこれから

広がってくるのかなということがあったり、我々市

民一人一人ができることもこれから広がってくるの

かなということと、あとやはり一番は産業構造の中

で製造業から発生する二酸化炭素が８割を占めてお

るというようなことでございまして、実際に私も製

造業に携わっておりまして、ガスの乾燥機であった

りですとか熱処理ですとか熱源を伴うような加工を
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しているところにおりましたけれども、大手の企業

ではそういった工場から排出される二酸化炭素を分

解して水素を取り出したりですとか、燃焼しやすい

ようなガスに変換をしたりというような技術も研

究・開発をされていたりですとか、残ったカーボン

をコンクリートに封入して、また処理をするという

ような技術も進んできていると。これはやはり、今

何度も私がここの場で申し上げてる自動車産業の大

変革期であり、これは電気自動車に切り替わった瞬

間に事業がなくなってしまう事業者さんは多く発生

してくると思うんです。そういったことになる前に、

そういった技術をぜひぜひ伝承していっていただい

たりですとか、ビジネスを切り替えていただくとい

うような助言、それを仕組み化していただくいいチ

ャンスでもあるというふうに認識をしておりますの

で、デメリットばかりではなく企業としっかりと連

携をしていただいて、オール湖西でこのカーボンニ

ュートラルを乗り切っていただきたいなというふう

に思うわけでございます。 

 最後の質問に。 

○議長（馬場 衛） ４番目ですね、どうぞ。 

○９番（楠 浩幸） かなり大きなカーボンニュー

トラルっていう題目で質問をさせていただいている

わけなんですけれども、市長が少しお話しをいただ

きましたけれどもゼロカーボンシティ宣言をしてい

く、それから計画を立てるというような、そういっ

た大まかで結構ですのでロードマップがあれば教え

ていただきたいなと思います。以上です。お願いし

ます。 

○議長（馬場 衛） 副市長。 

○副市長（山家裕史） お答えいたします。 

 既にこれまでもお話が出てきましたけれども、各

自治体におきましては地球温暖化対策の推進に関す

る法律におきまして、地方公共団体実行計画を策定

することとされております。この計画のうち、先ほ

ど環境部長からも御説明のありました地方公共団体

の事務事業における温室効果ガス排出量の削減等の

取組に関する計画、これがいわゆる事務事業編にな

りますけども、これにつきましては昨年度策定しま

した第３次湖西市環境基本計画に達成すべき目標で

すとか、目標達成に向けた取組内容を記載しており

ますので、今後この計画に沿って取組を進めてまい

りたいと思います。 

 また、先ほど議員から御指摘がございましたよう

に進捗状況のほうをきちんと管理していきたいとい

うふうに考えております。 

 また、この地方公共団体実行計画のうち、湖西市

全体の区域における温室効果ガスの排出抑制等を推

進するための総合的な計画、こちらのほうが区域施

策編と言いますけども、こちらにつきましては今後

策定するということになっております。 

 こうした中、５月26日に地球温暖化対策の推進に

関する法律が改正されまして、この改正において区

域施策編の中に市町村全体での再生可能エネルギー

の利用促進等に係る施策の実施目標などを追加する

ことが努力義務とされたところです。 

 このため、今回の法改正に沿って、今後、区域施

策編の策定を進めてまいりますけれども、例えばこ

れまでも申し上げましたとおり事業者に対する再生

可能エネルギー導入への支援ですとか、あと公用車

のエコカー導入促進などゼロカーボンシティを具現

化するための取組、また実施目標を検討してまいり

たいというふうに考えております。 

 あわせて、この区域施策編の策定に必要となりま

す市内のエネルギーの発電、また消費などの現況調

査を今年度実施してまいりたいというふうに考えて

おります。 

 市では、今年度実施する調査結果、また今回の法

改正に伴いまして国ですとか県におきましても計画

等を見直すということを聞いておりますので、こう

した計画等を踏まえて来年度から２か年で区域政策

編を策定する予定でありますけども、本市の地理、

また産業構造等の特性を生かした湖西市独自の計画

とするということで、この計画に沿って市民、産業

界、行政が連携して取組を進めて、2050年のカーボ

ンニュートラルを実現してまいりたいというふうに

考えているところです。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 御答弁の中で出てきました、

地球温暖化対策実行計画の区域施策編の策定をして
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いくよというようなことでございますけれども、環

境基本計画のほうにも記載がございますので、これ

に沿ってしっかりと計画を立てていただくというふ

うに理解をいたしました。 

 副市長も市長もしっかり述べていただいた、湖西

市の地の利を生かしたですとか、産業構造もしっか

りと踏まえた計画をつくっていただきたいというの

が実は今回の一般質問の趣旨でございます。 

 先進でゼロカーボンシティに宣言をされた自治体

のお話を聞きますと、宣言はしたものの実際に何を

進めたらいいのというようなことを実務でやってい

る自治体の職員さんの声ですとか、仲間の議員から

聞くことがございました。そういったようなことに

ならないように、コンサルタントにも相談をされる

かと思いますけれども、私の知ってる自治体ではコ

ンサルさんにお願いをして、言葉は悪いんですけど

丸投げのような状態になってしまって、実際の自治

体の職員さんが動きが取れないというようなことも

伺っておりますので、コンサル頼みではなく地域の

活性にしっかりとつながるような省エネルギー、再

生可能エネルギー、さらには産業の育成、これは環

境部長もおっしゃられていたんですけれども、環境

部にとどまらず福祉政策ですとかまちづくりにつな

がる脱炭素政策は、従来の温暖化政策の枠組みを超

えるということでございます。既存の組織体制だけ

ではなく、しっかりと対応いただきたいというふう

に思います。 

 ゼロカーボンシティを拙速に、今日宣言されるか

なとは思ったんですけれども、これはやっぱり市長

の判断が正しいと思うんです。拙速にそういった宣

言をされるのではなく、しっかりと企業ですとか市

民団体、庁内においても、文部科学省のホームペー

ジを見ますと新学習指導要領においても環境教育に

関わる主な内容というのを見ますと、環境側面につ

いてもしっかりと学校現場、教育現場でも教育指導

をしていただけるように伺っておりますので、庁内

はもとより教育委員会を含めて横断的な体制を構築

していただいて、一番大事なのは合意形成を得てい

ただきながら、進めていっていただきたいなという

ふうに思いますのでよろしくお願いします。 

 この辺り、副市長でも市長でも御答弁をもしいた

だけるようだったらお願いします。 

○議長（馬場 衛） 副市長。 

○副市長（山家裕史） お答えいたします。 

 今議員からお話しいただいたとおり、カーボンニ

ュートラルの実現は、市民の生活だけじゃなくて社

会経済の仕組みを大きく転換することにつながると

いうふうに考えております。そのためには国、地方

自治体、事業者、あと市民といった全ての主体が責

任や負担を分かち合ってその取組を進めていくこと

が大事だと思います。 

 私個人的には、やっぱり脱炭素型のライフスタイ

ルを転換するためには、そもそも何で脱炭素を進め

る必要があるのかということ、そういった脱炭素社

会についての理解と関心をどうやって深めてもらう

のかというのが一番大事だと思います。それを深め

ていただくことが、具体的な行動に移していくこと

につながっていくのかなというふうに思っておりま

す。 

 こうしたことから、そういった市民ですとか事業

者の皆様に意識改革ですとか、そういった行動喚起

につながるような効果的な市からの啓発ですとか広

報、またあと、先ほど議員からお話がありました環

境教育という点で次世代を担うその子供たちをはじ

め、その子供たち以外も、学校、職場、家庭、それ

から地域においてそういった脱炭素社会について、

理解と関心を深めることができるような環境教育の

推進にも、力を入れていく必要があるかなというふ

うに考えてるところです。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） そういったような計画を策定

するに当たりまして、実際に実務、計画を策定しよ

うとしたときに環境部だけでは恐らく今の副市長の

答弁では難しいかと思うんですけども、計画策定に

当たりましては今の環境審議会ですとかそういった

枠組みで策定をされていくのか、それともまた別の

協議会なりそういう話合いの場を持たれて計画を策

定していくのか、その辺り、最後に伺いたいと思い

ます。 

○議長（馬場 衛） 市長。 
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○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今ので補足をしようかなと思ったんですけども、

やっぱりそれは当然環境部だけではとてもと言った

らあれですけど抱えられるものではありませんし、

冒頭に言ったとおりゼロカーボンというのかカーボ

ンニュートラルというのは環境政策はもちろん、環

境政策というのはさっき副市長も言った家庭だとか

学校とかそういうものも当然そこはやっていくんで

すけど、やっぱり湖西市として大きいのは産業政策

だというふうに思ってますので、そこは産業部だと

か市役所全体もしくは企業だとかあらゆる関係者を

巻き込まなきゃいけないと思ってますので、これは

市役所の中の組織体制もそうですし、市役所だけじ

ゃなくて商工会さんだとか中小企業、もちろん大き

な企業もそうですけれども、そういった関係者と一

緒になってやっていくという組織体制はつくらない

といけないと、もちろん中長期的にですけどもそん

な形で進めていきたいと、具体的にはこれからです

けれどもそういうふうに考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） とても安心しました。やはり

コンサルにじゃあつくってねというのではなく、

我々市民も巻き込んだ、湖西市全体で策定できるよ

うな計画を策定していただきたいなというふうに思

います。 

 つまるところ、私たち市民一人一人ができること

の積み重ねでもあると思うんですよ。 

 先ほど来、ごみの問題もありました。ごみをどう

やったら少なくできるのかだとか、分別をしっかり

やってリサイクル率を高めていくというのもやっぱ

り市民一人一人の協力も必要でしょうし、ソーラー

パネルもそうですね。ソーラーパネルも環境をしっ

かり、景観を維持しながらソーラーパネルを増やし

ていこうといったときには屋根を、市民の御自宅の

屋根をお借りするだとか工場の屋根をお借りすると

いうやっぱり合意形成、しっかりと市民がそのこと

を理解して協力いただけないと進んでいかないとい

うことですので、そういった意味では市民、企業、

庁内はもとより教育委員会も一緒になって取り組ん

でいっていただきたい、もちろん我々も一緒になっ

て取り組んでいく覚悟でございますので、またよろ

しくお願いします。 

 このカーボンニュートラルにつきましては、市長

も中長期的な試みの中で、計画の中で進めていくと

いうふうにおっしゃられておりますし、私も議員の

任期でまだ２年ございますので、定点観測をさせて

いただきたいと思いますので今後ともよろしくお願

いいたします。 

 以上で私の一般質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、９番 楠 浩幸君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。本日はこ

れにて散会いたします。お疲れさまでした。 

午後１時54分 散会 

───────────────── 

 


